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特定受託事業者に係る取引の適正化等に関する法律

（フリーランス・事業者間取引適正化等法）パンフレット

※本講義に合わせてパンフレットから抜粋・再構成をしています。 3
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パンフレット3ページ

・受領拒否の禁止 ・購入・利用強制の禁止

・報酬の減額の禁止 ・不当な経済上の利益の提供要請の禁止

・返品の禁止 ・不当な給付内容の変更・やり直しの禁止

・買いたたきの禁止 5
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パンフレット４ページ
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対象とならない取引

業務を委託

フリーランス

委託ではなく売買

形式的には業務委託契約を締結している者であっても、実質的に労働基準法上の労

働者と判断される場合には、労働基準関係法令が適用され、本法は適用されま

せん。

フリーランス

消費者・事業者
（不特定多数）

事業者からフリーランスへの委託
つまり、「B to B」が対象

※ フリーランスからフリーランスへの
業務委託も対象となります。

※ 消費者との取引は対象外です。
業務委託事業者

(組織・個人)

取引の相手方が事業者であっても、

業務委託ではなく、単なる商品の

販売行為であれば対象外

対象となる取引
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パンフレット５ページ
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パンフレット５ページ

本法の対象となる「業務委託」とは、事業者がその事業のために他の事

業者に、給付に係る仕様、内容等を指定して、物品の製造、情報成果物

の作成または役務の提供を委託することをいいます。

本法の適用対象には、業種・業界の限定はありません。

発注事業者からフリーランスへ委託する全ての業務が対象となります。

① 取適法では、建設業法における建設工事は対象外ですが、本法は業種・業界の限定が

ないため、 建設工事も「業務委託」の対象となります。

② 取適法では、発注事業者が他者に提供する役務が対象となり、発注事業者が自ら用

いる役務を他の事業者に委託することは「役務提供委託」の対象外です。本法では、発注

事業者が自ら用いる役務の提供をフリーランスに委託することも対象となります。

本法と取適法（製造委託等に係る中小受託事業者に対する代金の支払の
遅延等の防止に関する法律）との違い
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パンフレット６ページ

口約束はダメ！
トラブルを防ぐための基本は、

取引条件の共通認識です
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パンフレット６ページ

明示しなければならない事項
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パンフレット８ページ

① 業務委託事業者および特定受託事業者の名称

② 業務委託をした日

③ 特定受託事業者の給付の内容

④ 給付を受領または役務の提供を受ける期日

⑤ 給付を受領または役務の提供を受ける場所

⑥ 給付の内容について検査する場合は、
検査を完了する期日

⑦ 報酬の額および支払期日

⑧ 金銭以外の方法で報酬を支払う場合は、
支払方法に関すること
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パンフレット８ページ
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パンフレット９ページ
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パンフレット１０ページ
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パンフレット１０ページ

（解釈ガイドライン）
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パンフレット１１ページ

フリーランス・事業者間取引適正化等法に基づく指導

報酬の支払期日を「翌月１０日まで」と記載し具体的な期日を特定していなかった（令和７年３月28日公表）

報酬の支払期日を「請求書受領月の翌月末日」と設定していた （令和７年３月28日公表）

報酬の支払期日を「フリーランスが請求書を提出した日を基準」に設定していた （令和７年１２月１０日公表）

＜指導の対象となった主な事例＞

（令和７年３月28日公表→） （令和７年１２月１０日公表→）
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パンフレット１４ページ
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パンフレット１５ページ
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【フリーランス法解釈ガイドラインの改正】
報酬を振り込む際の手数料をフリーランスに負担させ、
報酬の額から差し引くことは、事前に合意があったと
しても報酬の減額に該当します。
（令和８年１月１日以降に業務委託する取引から）



パンフレット１７ページ
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フリーランス・事業者間取引適正化等法第５条の各規定に関する留意点（令和７年12月）

【留意点①】イベント中止に伴う直前キャンセルの場合
（例）特定業務委託事業者が、8月31日に実施するイベントでの実演を、特定受託事業者に対し、4月1日に委託した。
しかし、特定業務委託事業者は、イベントの参加者が集まらなかったという特定業務委託事業者の都合で、当該イベ
ントを開催直前に中止し、当該業務委託をキャンセルした。

①業務委託（4月1日）

イベントプロモーター
（発注者）

8月31日に△△で開催する音
楽イベントに参加してよ！

ミュージシャン
（フリーランス）

②業務委託後

③業務委託後

●●テレビから8月31日収録の
音楽番組の出演オファーがあり
ましたけど、どうします？

ミュージシャンの
マネージャー

8月31日のイベントは中止する
から、参加もキャンセルで！
もちろんギャラはなしで。

よし、中止にしてしまおう！

イベントで恥ずかしい演奏は
できないから、しっかり練習し
ておかないと･･･

８月31日のイベントのチケットが
全然売れない･･･まずいなぁ･･･
このままだと大赤字だ･･･
今からでもイベント中止にした方
がまだマシだな･･･

④イベント開催直前

えっ！急に言われても困りますよ！

たくさん練習したし
テレビの仕事も断ったのに･･･！
今さらほかの仕事も見つからないよ･･･

 それ、フリーランス・事業者間取引適正化等法違反となるおそれがあります！
特定業務委託事業者（発注者）は、業務委託をキャンセルしたことにより、同日に特定受託事業者（フリーランス）が別の業
務を実施することを不可能にさせた場合に、当該イベント開催直前までにフリーランスが行った作業が無駄になった分の
費用を負担するだけでなく、フリーランスに対し、当該業務委託の「報酬の額」相当額の支払を行わなければ、給付内容の
変更により特定受託事業者の利益を不当に害したとして、本法上問題となるおそれがあります。

分かりました。8月31日ですね。
ぜひ参加します！

8月31日はイベントの予定が
あるので、残念だけど無理ですね。
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パンフレット２８ページ
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パンフレット２８ページ
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フリーランス法 各種資料・広報コンテンツ

１ 各種資料

２ 特設サイト ３ YouTube動画（↓特設サイトトップ画像）

URL：https://www.jftc.go.jp/fllaw_limited.html

【説明資料】 【パンフレット】 【Ｑ＆Ａ】

公正取引委員会チャンネル
「フリーランス法NAVI」

４ SNS投稿
公正取引委員会X 公正取引委員会Facebook

https://www.jftc.go.jp/fllaw_limited.html

